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安
倍
新
政
権
は
、
日
本
経
済

再
生
に
向
け
た
緊
急
経
済
対
策

の
中
で
、
こ
れ
ま
で
の
財
政
再

建
を
ベ
ー
ス
と
し
た
「
縮
小
均

衡
の
分
配
政
策
」
か
ら
「
成
長

と
富
の
創
出
の
好
循
環
」
へ
と

大
き
く
政
策
を
転
換
す
る
決
断

を
し
ま
し
た
。
ま
た
、
待
っ
た

な
し
で
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
へ
の
参
加
問

題
や
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
社

会
へ
の
転
換
、
社
会
保
障
と
税

の
一
体
改
革
に
よ
る
負
担
と
給

付
の
あ
り
方
に
つ
い
て
の
政
策

の
選
択
と
政
治
の
決
断
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

国
内
外
で
の
社
会
経
済
状
況

が
大
き
く
変
化
す
る
中
、
柴
田

町
も
真
の
豊
か
さ
を
手
に
入
れ

る
こ
と
が
で
き
る
持
続
可
能
な

社
会
の
実
現
を
目
指
し
て
、
誤

り
の
な
い
政
策
の
選
択
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
の
後
、
幸
い

柴
田
町
の
人
口
が
増
え
、
新
た

な
企
業
が
立
地
し
、
財
政
も
少

し
好
転
し
た
こ
と
も
あ
っ
て
、

町
に
勢
い
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
中
長
期
的
に
見
れ
ば

手
放
し
で
安
心
で
き
る
状
況
に

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
ま
で
高
齢
者
1
人
を
現

役
世
代
4
人
が
支
え
て
い
ま
し

た
。
2
0
5
0
年
に
は
、
高
齢

者
1
人
を
1
人
の
現
役
世
代
が

支
え
る
肩
車
型
社
会
が
到
来
す

る
か
ら
で
す
。
町
に
と
っ
て
人

口
が
減
れ
ば
税
収
が
減
っ
て
き

ま
す
。
一
方
、
高
齢
者
が
増
え

れ
ば
福
祉
に
係
る
負
担
が
ま
す

ま
す
増
え
て
き
ま
す
。
こ
の
二

重
の
苦
し
み
を
少
し
で
も
改
善

す
る
た
め
に
は
、
経
済
の
成
長

発
展
を
図
り
、
配
分
す
る
パ
イ

を
大
き
く
し
て
い
く
し
か
選
択

す
べ
き
道
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

将
来
を
見
据
え
た
魅
力
的
な

ま
ち
の
創
造
の
た
め
に
、
大
震

災
か
ら
得
た
教
訓
を
政
策
に
反

映
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

　

教
訓
の
一
つ
は
、
災
害
時
の

対
応
と
し
て
、
絆
の
重
要
性
を

再
認
識
さ
せ
ら
れ
た
こ
と
で
す
。

人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を
大
切

に
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
形
成

し
て
い
く
中
で
、
ど
ん
な
防
御

体
制
よ
り
安
全
安
心
な
ま
ち
を

つ
く
っ
て
い
き
ま
す
。

　

二
つ
目
は
、
東
北
の
地
に
暮

ら
す
人
た
ち
は
、
自
然
の
猛
威

と
恐
怖
の
思
い
を
抱
き
な
が
ら

も
、
自
然
と
の
共
生
の
中
で
生

き
る
こ
と
を
望
ん
で
い
る
こ
と

で
す
。
美
し
い
農
村
風
景
、
自

然
が
も
た
ら
す
恵
み
や
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
し
た
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

三
つ
目
は
、
安
心
し
て
働
け

る
場
所
が
な
け
れ
ば
、
住
み
慣

れ
た
ま
ち
で
の
生
活
再
建
は
困

難
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

新
た
な
雇
用
や
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ

ン
ス
を
生
み
出
す
た
め
に
、
農

業
の
再
構
築
を
図
る
と
と
も
に
、

地
域
資
源
を
活
用
し
た
6
次
産

業
の
振
興
や
農
商
工
連
携
に
よ

る
観
光
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
、

経
済
的
な
豊
か
さ
を
追
い
求
め

た
成
長
戦
略
を
展
開
し
て
い
き

ま
す
。

　

町
が
町
民
と
と
も
に
時
代
の

閉
塞
感
を
打
破
し
、
明
る
い
未

来
を
切
り
拓
い
て
い
く
た
め
に

は
、
全
国
か
ら
一
目
置
か
れ
る

先
進
自
治
体
に
脱
皮
し
て
い
く

こ
と
が
必
要
で
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
地
域
の
自
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然
や
歴
史
、
文
化
を
学
び
、
そ

れ
を
ま
ち
づ
く
り
に
生
か
す
政

策
力
の
強
化
を
図
っ
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
「
良
い
ま
ち
を
つ
く
り
た
い
」

と
い
う
一
人
一
人
の
思
い
こ
そ

が
、
魅
力
的
な
ま
ち
を
創
り
出

す
原
動
力
と
な
り
ま
す
。

　

自
分
た
ち
の
ま
ち
は
自
分
た

ち
で
創
る
と
い
う
気
概
を
持
っ

た
仲
間
が
集
ま
り
、
知
恵
と
創

意
工
夫
を
重
ね
て
い
く
中
で
、

化
学
反
応
が
起
こ
り
、
新
た
な

推
進
エ
ン
ジ
ン
と
し
て
起
動
し

て
こ
そ
、
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く

り
が
可
能
と
な
る
の
で
す
。

　

柴
田
町
の
魅
力
を
際
立
た
せ
、

国
内
外
に
向
け
て
明
確
に
情
報

発
信
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
従
来
に
も
増
し

て
情
報
の
提
供
と
町
民
の
声
の

反
映
に
努
め
な
が
ら
、
町
民
一

人
一
人
の
力
を
結
集
し
、
将
来

を
見
据
え
た
想
像
力
を
た
く
ま

し
く
し
て
「
花
の
ま
ち
柴
田
」

の
名
声
を
高
め
、
ワ
ン
ラ
ン
ク

上
の
先
進
自
治
体
を
つ
く
っ
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 美しい都市空間の整備

①
快
適
な
生
活
空
間
の
整
備

　

社
会
資
本
総
合
整
備
事
業
に

よ
り
、
町
道
富
沢　

号
線
の
整

16

備
促
進
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、

町
道
船
岡
東　

号
線
の
歩
道
整

43

備
や
町
道
槻
木　

号
線
の
舗
装

72

工
事
に
着
手
し
、
生
活
道
路
の

改
修
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

水
道
事
業
で
は
、
老
朽
管
対

策
整
備
を
船
岡
の
西
住
町
、
若

葉
町
お
よ
び
並
松
、
入
間
田
坂

中
、
西
船
迫
の
各
地
区
な
ど
で

実
施
し
、
管
理
運
営
に
万
全
を

期
し
て
い
き
ま
す
。

　

下
水
道
事
業
は
、
船
岡
大
住

町
、
船
岡
新
栄
、
上
名
生
新
大

原
地
区
な
ど
で
整
備
し
、
老
朽

管
の
更
新
に
伴
う
計
画
策
定
は
、

下
水
道
長
寿
命
化
支
援
制
度
を

活
用
し
て
実
施
し
ま
す
。

②
歩
き
た
く
な
る
街
並
み
の
形

成
　
「
花
の
ま
ち
柴
田
」の
シ
ン
ボ

ル
と
な
る
（
仮
称
）
さ
く
ら
連

絡
橋
は
、
下
部
工
の
橋
台
や
橋

脚
の
整
備
工
事
、
上
部
工
の
桁

製
作
に
着
手
し
ま
す
。
ま
た
、

白
石
川
堤
外
地
環
境
整
備
は
、

園
路
や
広
場
な
ど
の
整
備
工
事

に
着
手
し
、（
仮
称
）
さ
く
ら
連

絡
橋
と
相
乗
効
果
を
図
り
ま
す
。

　

地
域
が
待
ち
望
む
公
園
と
し

て
、
船
岡
新
栄
5
号
公
園
整
備

工
事
と
船
岡
城
址
公
園
、
船
岡

駅
前
緑
地
の
遊
具
を
更
新
し
ま

す
。
さ
ら
に
、
桜
の
老
木
の
保

護
に
努
め
な
が
ら
、
将
来
に
向

け
「
し
ば
た
の
桜
1
0
0
年
計

画
」
の
策
定
に
着
手
し
ま
す
。

③
環
境
保
全
の
推
進

　

容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類

の
分
別
収
集
や
家
庭
ご
み
有
料

化
に
よ
り
、
ご
み
の
減
量
化
と

資
源
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進
を
図

り
ま
す
。

　

空
き
家
、
空
き
地
の
現
状
把

握
の
た
め
、
現
地
調
査
・
分
析

を
行
い
、
適
正
管
理
の
指
導
強

化
に
努
め
ま
す
。

　

放
射
能
対
策
は
、
空
間
放
射

線
量
の
測
定
や
学
校
給
食
、
保

育
所
な
ど
の
食
材
や
一
般
町
民

が
持
ち
込
む
食
品
、
焼
却
灰
の

放
射
能
測
定
を
実
施
し
、
不
安

の
払
し
ょ
く
に
努
め
ま
す
。

④
農
村
空
間
の
保
全
と
里
山
景

観
の
再
生

　

農
地
・
水
保
全
管
理
支
援
交

付
金
事
業
に
取
り
組
む　

地
区

12

に
職
員
を
配
置
し
、
集
落
機
能

の
回
復
と
農
業
農
村
の
持
続
発

展
、
活
性
化
を
推
進
し
ま
す
。

　

健
康
志
向
の
高
ま
り
か
ら
、

柴
田
町
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の

メ
ッ
カ
と
す
る
た
め
に
、
里
山

ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
の
案
内
板

や
道
標
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、

農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
や
産
地
直
売

所
と
連
携
し
、
農
村
と
都
市
の

交
流
に
よ
る
エ
コ
・
ツ
ー
リ
ズ

ム
を
推
進
し
ま
す
。

⑤
新
交
通
シ
ス
テ
ム
の
推
進

デ
マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク
シ
ー

「
は
な
み
ち
ゃ
ん
Ｇ
Ｏ
」は
、
高

齢
者
な
ど
の
日
常
生
活
に
お
け

る
足
と
し
て
利
用
さ
れ
大
変
好

評
で
す
。
今
後
、
さ
ら
に
利
用

者
の
要
望
な
ど
を
踏
ま
え
て
、

よ
り
利
用
し
や
す
い
運
行
体
制

に
努
め
ま
す
。
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①
学
び
合
う
教
育
環
境
の
充
実

　

地
域
と
共
に
創
る
学
校
づ
く

り
を
推
進
し
ま
す
。
全
校
で
外

部
評
価
を
行
い
、
運
営
改
善
を

図
る
と
と
も
に
、
地
域
住
民
、

保
護
者
が
学
校
運
営
に
参
画
す

る
学
校
運
営
協
議
会
の
推
進
も

図
り
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
を
踏
ま
え
、

各
学
校
の
防
災
計
画
・
避
難
所

運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
策
定
や
避

難
訓
練
な
ど
を
担
う
教
諭
を
配

置
し
、
防
災
教
育
の
体
制
づ
く

り
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
学
習

指
導
を
行
う
学
び
の
支
援
員
を

配
置
し
、
児
童
生
徒
の
学
力
、

学
習
意
欲
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

　

い
じ
め
・
不
登
校
な
ど
へ
の

対
応
は
、
自
立
支
援
相
談
員
を

配
置
し
、
問
題
を
抱
え
る
児
童

生
徒
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、

い
じ
め
の
未
然
防
止
に
努
め
ま

す
。

　

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
は
、
3

町
共
同
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
整

備
可
能
性
調
査
の
結
果
を
説
明

し
、
議
会
や
保
護
者
な
ど
の
意

見
を
伺
い
進
め
ま
す
。

②
青
少
年
の
健
全
育
成

　

青
少
年
の
活
動
の
場
と
し
て

の
環
境
整
備
や
子
ど
も
会
な
ど

の
活
動
、
育
成
に
努
め
ま
す
。

3
年
目
を
迎
え
る
「
子
ど
も

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
の
充
実
を

図
り
、
楽
し
い
遊
び
や
ふ
れ
あ

い
を
通
じ
て
、
創
造
性
豊
か
な

児
童
の
育
成
に
努
め
ま
す
。

③
生
涯
学
習
・
ス
ポ
ー
ツ
・
文

化
活
動
の
推
進

　

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
、
ス

ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

活
動
や
文
化
活
動
に
か
か
わ
れ

る
よ
う
体
育
協
会
や
文
化
協
会

と
連
携
し
て
、
楽
し
く
学
ぶ
交

流
拠
点
と
し
て
の
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
の
支
援
機
能
を
強
化
し
、

ス
ポ
ー
ツ
文
化
創
造
都
市
と
し

て
の
魅
力
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

①
健
康
づ
く
り
の
推
進

　

権
限
移
譲
に
よ
る
「
未
熟
児

養
育
医
療
給
付
事
業
」
を
4
月

か
ら
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
町

民
の
健
康
づ
く
り
事
業
へ
の
参

加
促
進
を
図
る
た
め
、（
仮
称
）

し
ば
た
健
康
づ
く
り
ポ
イ
ン
ト

事
業
を
平
成　

年
度
の
事
業
実

26

施
に
向
け
準
備
を
進
め
ま
す
。

②
地
域
医
療
・
救
急
体
制
の
整

備
　

み
や
ぎ
県
南
中
核
病
院
で
は
、

整
備
中
の
腫
瘍
セ
ン
タ
ー
の
う

ち
、
外
来
化
学
療
法
室
を
4
月

に
、
8
月
に
は
放
射
線
治
療
室
、

平
成　

年
4
月
に
は
緩
和
ケ
ア

26

病
棟
を
運
用
開
始
す
る
予
定
で
、

救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
は
今
秋
に

運
用
開
始
予
定
で
す
。

③
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

福
祉
の
推
進

　

孤
立
死
の
防
止
に
向
け
、
見

守
り
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築

し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
災
害

見
舞
金
制
度
を
創
設
し
、
小
規

模
災
害
に
対
応
し
た
支
援
を
行

い
ま
す
。
障
害
の
あ
る
方
へ
の

支
援
は
、
地
域
で
安
心
し
て
生

活
で
き
る
よ
う
に
、
基
幹
相
談

支
援
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、
相

談
支
援
や
虐
待
防
止
の
強
化
を

図
り
ま
す
。

　

高
齢
者
の
介
護
予
防
や
生
き

が
い
づ
く
り
と
し
て
、
介
護
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
ポ
イ
ン
ト
制
度
の

実
施
に
向
け
た
準
備
や
地
域
密

着
型
サ
ー
ビ
ス
の
整
備
を
進
め

ま
す
。

④
子
育
て
・
子
育
ち
支
援
の
充

実
　

子
ど
も
医
療
費
助
成
に
つ
い

て
、　

月
か
ら
通
院
に
係
る
助

10

成
の
対
象
を
中
学
3
年
生
ま
で

拡
大
し
、
医
療
費
の
軽
減
を
図

り
ま
す
。
ま
た
、
子
育
て
支
援

の
拠
点
施
設
と
し
て
、
児
童
館

と
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
を
合

築
す
る
（
仮
称
）
船
迫
こ
ど
も

セ
ン
タ
ー
の
実
施
設
計
を
行
い

ま
す
。
さ
ら
に
、
平
成　

年
4

26

月
に
私
立
幼
稚
園
運
営
に
移
行

す
る
柴
田
児
童
館
は
、
大
規
模

改
修
を
行
い
、
開
園
に
向
け
環

境
整
備
に
取
り
組
み
ま
す
。

⑤
地
域
防
災
力
の
向
上

　

防
災
対
策
で
は
、
共
助
の
要

で
あ
る
自
主
防
災
組
織
の
育
成

と
活
動
の
充
実
、
促
進
を
図
る

と
と
も
に
、
防
災
物
資
の
補
充

を
行
い
ま
す
。

　

水
害
対
策
は
、
西
住
地
区
な

ど
の
冠
水
を
解
消
す
る
た
め
に
、

教育・文化・
　交流都市の創造安心ネット・

　地域防災の整備
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鷺
沼
排
水
路
の
整
備
に
着
手
し

ま
す
。

　

ま
た
、
槻
木
地
区
で
は
、
四

日
市
場
排
水
機
場
へ
の
排
水
誘

導
を
行
い
、
冠
水
被
害
の
軽
減

を
図
り
ま
す
。
局
地
的
な
冠
水

対
策
と
し
て
、
船
岡
西
2
丁
目
、

船
岡
南
1
丁
目
、
西
船
迫
1
丁

目
、
4
丁
目
、
槻
木
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
付
近
な
ど
の
改
修
に

取
り
組
み
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
不
二
ト
ッ
コ
ン
工

場
跡
地
に
整
備
す
る
、
防
災
拠

点
施
設
（
総
合
体
育
館
）
の
基

本
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

⑥
交
通
安
全
・
防
犯
対
策
の
推

進
　

警
察
や
交
通
指
導
隊
な
ど
と

連
携
し
、
事
故
防
止
に
向
け
た

街
頭
指
導
や
交
通
安
全
施
設
整

備
な
ど
、
各
種
交
通
安
全
対
策

を
行
い
ま
す
。

　

防
犯
対
策
で
は
、
既
存
防
犯

灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
促
進
す
る
と

と
も
に
、
警
察
や
防
犯
実
動
隊

な
ど
と
の
連
携
を
強
化
し
、
振

り
込
め
詐
欺
防
止
、
自
転
車
盗

難
防
止
な
ど
の
街
頭
指
導
を
行

い
ま
す
。

⑦
公
共
施
設
の
整
備

　

二
本
杉
町
営
住
宅
建
替
事
業

を
継
続
し
、
北
船
岡
町
営
住
宅

3
号
棟
予
定
地
の
既
設
町
営
住

宅
の
解
体
を
行
う
ほ
か
、
西
船

迫
町
営
住
宅
の
外
装
改
修
を
行

い
ま
す
。

地域循環型経済の推進
①
観
光
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

　

船
岡
城
址
公
園
や
太
陽
の
村

の
桜
、
里
山
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー

ス
な
ど
の
地
域
の
魅
力
を
さ
ら

に
引
き
出
し
、
観
光
地
と
し
て

の
知
名
度
を
高
め
ま
す
。

　

商
店
会
や
住
民
が
一
緒
に
な

り
、
お
も
て
な
し
の
心
の
育
成

を
図
っ
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、

「
花
の
ま
ち
柴
田
」
の
セ
ー
ル

ス
の
た
め
、
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
を
活
用
し
、
積
極
的
な

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
努
め
、
交

流
人
口
の
増
加
を
目
指
し
ま
す
。

②
農
商
工
連
携
に
よ
る
も
の
づ

く
り

　

地
域
経
済
が
持
続
的
に
発
展

し
て
い
く
た
め
に
、
農
商
工
連

携
に
よ
る
地
元
産
の
農
作
物
を

有
効
に
活
用
し
た
新
た
な
地
場

産
品
の
開
発
か
ら
販
路
開
拓
ま

で
の
6
次
産
業
化
に
取
り
組
み

ま
す
。
今
後
、
柚
子
関
係
の
企

業
・
団
体
と
協
力
し
、
特
産
品

の
確
立
に
取
り
組
み
ま
す
。

③
地
域
産
業
の
活
性
化

　

米
の
需
給
調
整
制
度
は
、
地

域
間
調
整
、
備
蓄
米
、
加
工
用

米
を
活
用
し
、
不
作
付
地
の
解

消
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
集
落

ぐ
る
み
で
進
め
る
「
人
・
農
地

プ
ラ
ン
」
に
、
引
き
続
き
取
り

組
み
、
農
業
関
係
機
関
と
連
携

し
、
農
地
集
積
を
推
進
す
る
と

と
も
に
、
経
営
改
善
の
促
進
と

安
定
し
た
農
業
経
営
を
図
り
ま

す
。
さ
ら
に
、
米
放
射
性
セ
シ

ウ
ム
吸
収
抑
制
事
業
を
行
い
、

放
射
能
検
査
の
強
化
を
し
、
安

全
安
心
な
食
糧
の
供
給
に
努
め

ま
す
。

　

今
後
の
農
業
振
興
を
図
る
た

め
の
基
盤
整
備
は
、「
ほ
場
整

備
事
業
基
本
計
画
」
を
作
成
し
、

実
施
可
能
な
地
域
か
ら
基
盤
整

備
を
推
進
し
ま
す
。

　

花
卉
振
興
は
、
フ
ラ
ワ
ー

ラ
ッ
プ
、
ロ
ゴ
マ
ー
ク
作
成
費

の
支
援
や
新
た
な
販
売
ツ
ー
ル

構
築
を
推
進
し
ま
す
。

　

ま
た
、
地
元
農
産
物
の
消
費

拡
大
の
た
め
、
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ

ス
施
設
補
助
に
よ
り
、
安
定
的

な
野
菜
栽
培
を
図
り
ま
す
。

　

商
業
の
振
興
は
、
商
店
会
が

実
施
す
る
事
業
や
産
業
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
な
ど
の
支
援
を
行
う

と
と
も
に
、「
お
も
て
な
し
協

力
店
」
の
発
掘
を
進
め
、
観
光

客
が
商
店
に
立
ち
寄
る
よ
う
な

仕
組
み
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

ま
た
、
商
店
街
の
活
性
化
に
向

け
、
空
き
店
舗
を
活
用
し
た
起

業
家
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

　

工
業
の
振
興
で
は
、「
柴
田

町
企
業
立
地
優
遇
制
度
」
や
東

日
本
大
震
災
復
興
特
別
区
域
法

に
基
づ
く
「
民
間
投
資
促
進
特

区
制
度
」
を
活
用
し
た
企
業
誘

致
活
動
を
進
め
ま
す
。

①
参
加
と
協
働
、
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
活
動
の
推
進

　

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性

化
を
図
る
た
め
、
地
域
計
画
の

策
定
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
計

画
の
実
現
の
た
め
に
「
地
域
づ

く
り
補
助
金
制
度
」
を
創
設
し

て
、
多
様
な
活
動
を
支
援
し
、

地
域
で
支
え
合
え
る
関
係
を
築

い
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
ま
た
、
住
民
投
票
条
例
な

ど
、
住
民
の
意
見
や
提
案
な
ど

が
反
映
さ
れ
る
環
境
づ
く
り
を

目
指
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
ま
ち

づ
く
り
推
進
セ
ン
タ
ー
に
専
任

集
落
支
援
員
を
配
置
し
、
地
域

づ
く
り
の
拠
点
と
し
て
支
援
し

ま
す
。

②
男
女
共
同
参
画
社
会
と
人
権

啓
発
の
推
進

　

男
女
共
同
参
画
は
、
柴
田
町

男
女
共
同
参
画
推
進
審
議
会
の

意
見
や
視
点
を
広
く
町
政
に
生

か
し
、
男
女
で
築
く
活
力
あ
る

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

　

人
権
啓
発
は
、
関
係
機
関
と

連
携
し
、
人
権
尊
重
社
会
の
早

期
実
現
に
向
け
、
人
権
教
育
・

啓
発
を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に

推
進
し
ま
す
。

※
施
政
方
針
の
全
文
は
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
へ
掲
載
し
て
い
ま
す
。

住民参加と　自治活動の実践
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平成25年度予算の内訳

　

町
の
歳
入
は
、
町
が
自
ら
確

保
す
る
こ
と
が
で
き
る
町
税
や

使
用
料
・
手
数
料
な
ど
の
「
自

主
財
源
｣
と
、
国
や
県
よ
り
定

め
ら
れ
た
額
を
交
付
や
割
り
当

て
ら
れ
る
「
依
存
財
源
｣
に
区

分
さ
れ
ま
す
。

　

主
な
も
の
と
し
て
、
自
主
財

源
で
最
も
多
い
の
は
、
皆
さ
ん

か
ら
納
め
て
い
た
だ
く
町
民
税

や
固
定
資
産
税
、
法
人
町
民
税

な
ど
の
町
税
で
全
体
の　

・
1

37

％
を
占
め
、　

億
9
1
4
万
円

41

と
前
年
度
よ
り
2
1
6
1
万
円

減
額
と
な
り
ま
し
た
。
町
税
の

中
で
も
、
固
定
資
産
税
の
税
収

が
落
ち
込
み
、
前
年
度
と
比
べ

6
5
0
7
万
円
（
3
・
5
％
）

の
減
額
と
な
り
ま
す
。

　

一
方
、
依
存
財
源
で
最
も
多

い
の
は
、
町
の
財
源
力
に
応
じ

て
国
か
ら
交
付
さ
れ
る
地
方
交

付
税
で
、
全
体
の　

・
3
％
を

23

占
め
、　

億
8
4
0
0
万
円
と
、

25

前
年
度
よ
り
3
0
0
0
万
円
の

減
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

対前年比平成24年度平成25年度会計区分 △2.5％214億2,365万円208億9,473万円予算総額 △9.8％122億9,528万円110億8,756万円一般会計 8.8％77億7,369万円84億6,048万円別会計特 4.1％39億0,204万円40億6,146万円国民健康保険事業特別会計 24.0％13億4,173万円16億6,410万円公共下水道事業特別会計 8.5％21億9,414万円23億8,099万円介護保険特別会計 2.6％3億3,578万円3億4,437万円後期高齢者医療特別会計 皆増ー956万円土地取得 △0.6％13億5,468万円13億4,669万円水道事業会計
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町
の
歳
出
で
最
も
多
い
の
は
、

高
齢
者
や
障
害
の
あ
る
方
な
ど

へ
の
福
祉
や
子
育
て
支
援
、
医

療
に
使
わ
れ
る
民
生
費
で
、　
３１

億
２
７
３
万
円
と
全
体
の　

・
２８

０
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
前
年

度
と
比
べ
１
億
７
７
７
４
万
円

（
６
・
１
％
）
の
増
額
と
な
り

ま
す
。

　

次
は
、
土
木
費
の　

億
４
７

１７

０
万
円
で　

・
４
％
を
占
め
ま

１５

す
。こ
れ
は
、社
会
資
本
総
合
整

備
事
業
に
よ
り
、
町
道
富
沢　
16

号
線
の
用
地
取
得
を
行
い
、
整

備
促
進
を
図
り
ま
す
。ま
た
、船

岡
・
槻
木
地
区
の
舗
装
や
側
溝

劣
化
が
著
し
い
生
活
道
路
の
改

修
費
な
ど
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　

行
政
全
般
の
事
務
経
費
で
あ

る
総
務
費
は
、　

・
６
％
を
占

１２

め
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
充

実
・
強
化
を
図
る
た
め
、
自
治

会
や
町
内
会
に
対
し
新
た
に
地

域
づ
く
り
補
助
金
制
度
を
創
設

す
る
な
ど
、　

億
９
７
２
２
万

１３

円
を
計
上
し
ま
し
た
。

一般会計の推移

一　般　会　計年　度　別
98億9,111万円平成21年度
106億4,560万円平成22年度
118億7,918万円平成23年度
122億9,528万円平成24年度
110億8,756万円平成25年度

286,337円町民一人あたりに使われるお金（一般会計） ※平成25年3月1日現在の人口38,722人で試算土木費　44,024円民生費　80,128円 教育費
28,259円

衛生費
32,247円

総務費
36,083円 農林水産業費

7,111円
商工費
8,222円

消防費
10,264円 公債費

34,450円
その他
1,346円

議会費
4,203円

対前年比平成25年度区　　　分 △0.1％24億6,797万円人　件　費 △11.8％17億0,517万円物　件　費 38.0％4,179万円維持補修費 8.8％13億8,959万円扶　助　費 5.3％16億2,199万円補 助 費 等 △53.4％9億2,234万円投資的経費 △12.2％13億3,400万円公　債　費 0.0％56万円積　立　金 △14.7％6,950万円貸　付　金 3.8％15億0,465万円繰　出　金 100.0％3,000万円予　備　金 △9.8％110億8,756万円合　　　計

歳出を性質別に分類すると…
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どのような給食センターの建設を計画しているのですか？
楽しい給食の時間（船岡小学校）

3町共同建設の場合柴田町単独建設の場合現　　状

村田町沼辺地区周辺未　定西船迫1丁目1-12所在地
（建設候補地）

約9,000㎡程度約4,500㎡程度4,479.47㎡敷地面積

4,218㎡2,232.17㎡1,372.05㎡面　　積

建　
　

物

約23億2,700万円約12億2,400万円約4億6,000万円建 設 費

鉄骨造2階建て鉄筋コンクリート造平屋建て
※一部2階建て構　　造

平成28年度または
平成29年度平成31年度以降昭和56年4月13日

（増築：昭和62年度）供用開始

共同調理場調理場方式

ドライ方式 ※2ウエット方式 ※1調理システム

小学校　180日
中学校　180日

小学校　180日
中学校　175日給食日数

1日　7,000食1日　3,500食1日　3,800食実提供数（1日）

小学校　265円
中学校　315円

小学校　265円
中学校　315円

単　　価
（1食当たり）

7台（町所有3t）3台（町所有3t）3台（町所有2.5t）配送車両

建設地により配送・回収時間の調整が生じる配送時間　11：10頃～
回収時間　13：10頃～配送・回収時間

56人
（町7人、県3人、委託46人）

45人
（町3人、県2名、委託40人）

32人
（町3人、県2人、委託27人）職 員 数

　柴田町学校給食センターは、建築から31年が経過し、建物や機器などが老朽化し
ています。平成22年度は1,800万円、平成23年度には850万円の修繕を行い対応
してきましたが、早期の施設建設が必要です。

そ の 他

※1  ウエット方式とは…水を撒き、汚れを洗い流す方法で、常に床は濡れている状態で作業を行う方式。
※2  ドライ方式とは…床がいつも乾いた状態で調理や洗浄作業を行う方式。今後、建設する給食センターは、「学校給食衛生管理
基準」によりドライ方式が求められています。
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子どもたちの食生活への取り組みについて教えてください。

　次の4項目を特に考慮いたしました。

○配送時間への対応
　柴田町と大河原町は、建設予定地が町外になるために、配送時間が懸念され
ますが、配送車を3ｔ車に変更して対応することにしました。

○県費栄養職員の減員
　共同運営による7,000食の基準では、県から派遣される栄養士は3人となり
ます。現行では3町に6人が派遣せれているため、3人が減員となります。
　その対応として、各町から1人ずつ栄養士を派遣します。

○地場農産物の供給
　給食センターに地産地消専従職員を配置して生産・流通・情報システムの構
築と運用を担当しながら、常時栄養職員と連携を図れるようにしました。

○故障時の対応
　調理ラインを小学校ラインと中学校ライン等の複数となる系統に構成してお
けば、1ラインがダウンしても残ったラインでの調理継続は可能と考えました。

　3月号と今月号の2回にわたり、3町共同学校給食センター建設可能性調査報告をいたしました。ぜひ、今月号に折り込みました「町長へのメッセージ（はがき）」で皆さんからのご意見・ご感想などをお寄せください。
■問  柴田町まちづくり政策課
　緯54-2111　思55-4172

3町共同建設の場合柴田町単独建設の場合現　　状

　現状の食育教育のほか、
新しい施設では、他町学
校との交流が図られます。
また、栄養職員による食
育教育の授業が拡大され
ます。

　現状の食育教育のほか、
新しい施設を見学し、調
理員との交流が図られま
す。

毅年間で全クラス1回45分の授業を
実施しています。毅毎月給食だより発行し、地元産を
ＰＲしています。毅町の特色に特化した献立を提供し
ています。

食育教育

　機器の種類が増え、メ
ニューの工夫ができるほ
か、栄養職員を集約する
ことで、食べ物に対する
感謝の気持ちや苦手なも
のも一口は食べるなどの
実践活動ができます。

　機器の種類が増えて、
メニューに工夫ができま
す。

　野菜や魚を使った料理や和食の献
立は残量増加の傾向にあります。

　

調査期間：平成24年11月5日～16日
対象者：小学校3年生以上

残食率
の削減

　地産地消専従者を配置
し、3町の地場産物の利
用拡大を図るほか、新た
なビジネスが地域に興り
ます。

現状の維持とともに、使
用量の増加を図ります。

毅米、米粉、みそ、つる紫、つぼみ菜、
ゆずは100％使用しています。毅ねぎ、キュウリ、ホウレンソウは、
生産量に応じて使用しています。

（平成23年度実績より）

地元産使用

最大50食対応最大30食対応対応していない。アレルギー対応 3町共同の給食センターで考慮したことは何ですか？

中学校小学校
切干大根サラダ

40％
さんまの塩焼き
　33％

ワースト
1

さんまの塩焼き
33％

切干大根サラダ
30％

ワースト
2

秋野菜の和え物
28％

筑前煮
28％

ワースト
3

給食を食缶へ配食
（柴田町給食センター）町からのお願い 
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投票できる人
　

投
票
で
き
る
人
は
、
次
の
い

ず
れ
か
の
方
で
す
。

①　

歳
以
上
の
住
民
の
方
で
、

20
柴
田
町
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録

さ
れ
て
い
る
方
。

②　

歳
以
上
の
永
住
外
国
人
お

20
よ
び
特
別
永
住
外
国
人
で
、
柴

田
町
に
引
き
続
き
3
カ
月
以
上

住
所
を
登
録
し
、
投
票
資
格
者

名
簿
へ
登
録
を
し
た
方
。

資格者名簿への登録

　

毎
年
3
月
、
6
月
、
9
月
、

　

月
に
投
票
資
格
者
を
名
簿
に

12登
録
し
ま
す
。

○
日
本
国
籍
の
方
…
選
挙
と
同

じ
く
町
で
登
録
を
行
い
ま
す
。

○
永
住
・
特
別
永
住
外
国
人
の

方
…
本
人
の
意
思
や
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
を
尊
重
し
、
本
人
の
申
請

で
登
録
を
行
い
ま
す
。

住民投票の請求・提案

　

住
民
投
票
は
、
次
の
3
つ
の

方
法
に
よ
り
請
求
・
提
案
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

①
住
民
か
ら
の
請
求

　

投
票
資
格
者
総
数
の　

分
の

50

住民投票制度とは
　

柴
田
町
住
民
投
票
条
例
は
、

町
の
将
来
に
か
か
わ
る
重
要
な

事
項
に
つ
い
て
、　

歳
以
上
の

20

住
民
の
皆
さ
ん
の
意
思
を
投
票

と
い
う
形
で
確
認
し
、
そ
の
結

果
を
ま
ち
づ
く
り
に
反
映
さ
せ

る
制
度
で
す
。

投票の対象にならないもの

①
町
の
権
限
に
属
し
な
い
も
の

②
法
律
な
ど
で
住
民
投
票
が
で

き
る
も
の

③
町
の
組
織
・
人
事
・
財
務
に

関
す
る
も
の

　

こ
の
3
つ
の
ほ
か
、
明
ら
か

に
住
民
投
票
に
相
応
し
く
な
い

事
案
は
対
象
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
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1
以
上
の
連
署
ま
た
は
4
分
の

1
以
上
の
連
署
に
よ
り
実
施
を

請
求
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

②
議
員
か
ら
の
提
案

　

議
員
定
数
の　

分
の
1
以
上

12

の
賛
成
に
よ
り
実
施
を
提
案
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

③
町
長
か
ら
の
提
案

　

自
ら
実
施
を
提
案
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

住民投票の実施
①
議
会
で
可
決
さ
れ
た
場
合

②
4
分
の
1
以
上
の
連
署
に
よ

り
請
求
が
あ
っ
た
場
合

投票の方法
　

住
民
投
票
は
、
選
挙
管
理
委

員
会
の
指
定
す
る
投
票
所
に
お

い
て
、
一
人
1
票
、
二
者
択
一

の
形
式
で
投
票
し
ま
す
。

情報の提供
　

誤
っ
た
情
報
で
意
思
決
定
が

左
右
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、

町
は
、
投
票
に
必
要
な
情
報
を

広
報
紙
や
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な

ど
で
提
供
す
る
ほ
か
、
住
民
投

票
の
前
に
公
聴
会
を
開
き
ま
す
。 開票の要件

　

住
民
投
票
の
投
票
率
が
2
分

の
1
に
満
た
な
い
場
合
に
は
、

開
票
を
行
い
ま
せ
ん
。

結果の尊重
　

結
果
に
は
、
法
的
な
拘
束
力

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
議
会
や
町

長
は
、
そ
の
結
果
を
尊
重
し
て
、

ま
ち
づ
く
り
に
反
映
さ
せ
ま
す
。

再請求の制限
　

一
度
実
施
し
た
事
項
に
つ
い

て
の
住
民
投
票
は
、
2
年
間
実

施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

住
民
投
票
制
度
は
、
住
民
の

意
思
を
直
接
確
認
す
る
、
住
民

参
加
の
一
つ
の
仕
組
み
で
す
。

　

町
で
は
、
今
ま
で
以
上
に
皆

さ
ん
と
情
報
の
共
有
を
図
り
、

町
長
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
や
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
な
ど
で

寄
せ
ら
れ
た
意
見
を
政
策
に

反
映
さ
せ
て
い
く
な
ど
、
よ
り

一
層
、
住
民
参
加
に
よ
る
ま
ち

づ
く
り
を
促
進
し
て
い
き
ま

す
。

■問
 
 
ま
ち
づ
く
り
政
策
課

　
 緯
5
4
| 
2
1
1
1
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【
個
人
】

〇
ボ
ブ
ス
レ
ー

黒
岩　

俊
喜
（
仙
台
大
）
▽
ボ
ブ

ス
レ
ー
ノ
ー
ス
ア
メ
リ
カ
ン
カ
ッ

プ
第
1
戦
パ
ー
ク
シ
テ
ィ
4
人
乗

り
3
位
、
第
2
戦
パ
ー
ク
シ
テ
ィ

2
人
乗
り
6
位
、
同
4
人
乗
り
4

位
、
第
3
戦
カ
ル
ガ
リ
ー
4
人
乗

り
3
位
、
第
4
戦
カ
ル
ガ
リ
ー
2

人
乗
り
5
位
、
同
4
人
乗
り
4
位
、

第
5
戦
カ
ル
ガ
リ
ー
4
人
乗
り
5

位
、
第
6
戦
カ
ル
ガ
リ
ー
2
人
乗

り
5
位
、
同
4
人
乗
り
6
位

近
藤　

康
行
（
仙
台
大
）
▽
ボ
ブ

ス
レ
ー
ノ
ー
ス
ア
メ
リ
カ
ン
カ
ッ

プ
第
7
戦
カ
ル
ガ
リ
ー
4
人
乗
り

6
位

〇
ス
ケ
ル
ト
ン

渡
辺　

瑞
基
（
仙
台
大
）
▽
ス
ケ

ル
ト
ン
世
界
ジ
ュ
ニ
ア
選
手
権
6

位
▽
ス
ケ
ル
ト
ン
ノ
ー
ス
ア
メ
リ

カ
ン
カ
ッ
プ
第
1
戦
パ
ー
ク
シ

テ
ィ
6
位
、
第
2
戦
パ
ー
ク
シ

テ
ィ
8
位
、
第
3
戦
カ
ル
ガ
リ
ー

　

位
、
第
4
戦
カ
ル
ガ
リ
ー　

位

12

11

【
個
人
】

〇
空
手
道

菅
野　

信
昭
（
秀
練
会
船
岡
道
場
）

▽
東
北
硬
式
空
手
道
選
手
権
大
会

一
般
男
子
有
段
軽
量
級
優
勝
▽
硬

式
空
手
道
全
国
選
抜
優
勝
大
会
有

段
団
体
戦
優
勝

佐
藤　

太
一
（
秀
練
会
拳
聖
空
手

船
迫
）
▽
東
日
本
オ
ー
プ
ン
硬
式

空
手
道
選
手
権
大
会
一
般
男
子
合

同
の
部
優
勝
▽
全
日
本
剛
柔
流
空

手
道
選
手
権
大
会
男
子
一
般
有
段

重
量
の
部
優
勝

柴
田　

昌
利（
秀
練
会
船
岡
道
場
・

白
石
工
業
高
）
▽
東
日
本
オ
ー
プ

ン
硬
式
空
手
道
選
手
権
大
会
中
学

生
男
子
中
量
級
の
部
優
勝
▽
東
北

硬
式
空
手
道
選
手
権
大
会
男
子
高

校
重
量
級
の
部
優
勝
▽
全
日
本
剛

柔
流
空
手
道
選
手
権
大
会
男
子
高

校
1
年
の
部
優
勝

〇
漕
艇

池
内　

風
（
仙
台
大
）
▽
Ｕ－

　
23

世
界
選
手
権
大
会
軽
量
級
男
子
舵

手
な
し
フ
ォ
ア　

位
12

福
田　

海
人
（
仙
台
大
）
▽
Ｕ－

　

世
界
選
手
権
大
会
軽
量
級
男
子

23

舵
手
な
し
フ
ォ
ア　

位
12

〇
体
操

小
原　

孝
之
（
仙
台
大
）
▽
ア
ジ

ア
体
操
競
技
選
手
権
大
会
団
体
2

位
、
男
子
種
目
別
鉄
棒
3
位

古
谷　

嘉
章
（
仙
台
大
）
▽
ア
ジ

ア
体
操
競
技
選
手
権
大
会
団
体
2

位
、
男
子
種
目
別
あ
ん
馬
2
位
、

同
鉄
棒
3
位

〇
ス
ケ
ル
ト
ン

菊
地　

貴
志
（
仙
台
大
）
▽
ス
ケ

ル
ト
ン
世
界
ジ
ュ
ニ
ア
選
手
権
2

2
位
▽
ス
ケ
ル
ト
ン
ノ
ー
ス
ア
メ

リ
カ
ン
カ
ッ
プ
第
1
戦
パ
ー
ク
シ

テ
ィ　

位
、
第
2
戦
パ
ー
ク
シ

14

テ
ィ　

位
、
第
3
戦
カ
ル
ガ
リ
ー

15

　

位
、
第
4
戦
カ
ル
ガ
リ
ー　

位

17

15

米
倉　

理
絵
（
仙
台
大
）
▽
ス
ケ

ル
ト
ン
世
界
ジ
ュ
ニ
ア
選
手
権　
20

位
▽
ス
ケ
ル
ト
ン
ノ
ー
ス
ア
メ
リ

カ
ン
カ
ッ
プ
第
1
戦
パ
ー
ク
シ

テ
ィ　

位
、
第
2
戦
パ
ー
ク
シ

11

テ
ィ　

位
、
第
3
戦
カ
ル
ガ
リ
ー

10

　

位
、
第
4
戦
カ
ル
ガ
リ
ー　

位

12

13

小
林　

真
衣
（
仙
台
大
）
▽
ス
ケ

ル
ト
ン
ノ
ー
ス
ア
メ
リ
カ
ン
カ
ッ

プ
第
1
戦
パ
ー
ク
シ
テ
ィ　

位
、

14

第
2
戦
パ
ー
ク
シ
テ
ィ　

位
、
第

13

3
戦
カ
ル
ガ
リ
ー　

位
、
第
4
戦

17

カ
ル
ガ
リ
ー　

位
15

明
石　

七
海
（
仙
台
大
）
▽
ス
ケ

　平成24年1月から12月までに、スポーツで顕著な成績を収めた方を顕彰する「第24回柴田町スポーツ賞表彰式」が2月22日、槻木生涯学習センターを会場に行われました。　式典では、町長から個人や団体に賞状や楯などが贈られました。顕彰者を代表して柴田昌利さんが「今日の感謝を忘れることなく精進していきたい」と謝辞を述べました。　顕彰を受けられた方は、次のとおりです。（敬称略・順不同）
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ル
ト
ン
ノ
ー
ス
ア
メ
リ
カ
ン
カ
ッ

プ
第
1
戦
パ
ー
ク
シ
テ
ィ　

位
、

16

第
2
戦
パ
ー
ク
シ
テ
ィ　

位
、
第

15

3
戦
カ
ル
ガ
リ
ー　

位
、
第
4
戦

20

カ
ル
ガ
リ
ー　

位
18

〇
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
・
ス

ケ
ル
ト
ン

野
倉　

大
貴
（
柴
田
高
）
▽
東
北

高
等
学
校
選
手
権
大
会
ウ
エ
イ
ト

リ
フ
テ
ィ
ン
グ
競
技
学
校
対
抗
の

部
1
位
▽
県
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ

ン
グ
競
技
選
手
権
大
会
高
校
男
子

　茜
級
ト
ー
タ
ル
1
位
▽
イ
ン
ス

56ブ
ル
ッ
ク
ユ
ー
ス
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

ス
ケ
ル
ト
ン
男
子
1
人
乗
り　

位
10

安
藤　

早
紀
（
柴
田
高
）
▽
全
国

高
等
学
校
女
子
ウ
エ
イ
ト
リ
フ

テ
ィ
ン
グ
競
技
選
手
権
大
会　茜53級

ト
ー
タ
ル
6
位
▽
全
国
都
道
府

県
対
抗
女
子
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ

ン
グ
選
手
権
大
会　茜
級
ト
ー
タ

48

ル
3
位
▽
全
日
本
女
子
選
抜
ウ
エ

イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
選
手
権
大
会

高
校
の
部　茜
級
2
位
▽
イ
ン
ス

48

ブ
ル
ッ
ク
ユ
ー
ス
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

ス
ケ
ル
ト
ン
女
子
1
人
乗
り　

位
14

佐
藤　

弾
（
柴
田
高
）
▽
イ
ン
ス

ブ
ル
ッ
ク
ユ
ー
ス
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

ス
ケ
ル
ト
ン
男
子
1
人
乗
り
9
位

〇
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ

小
野　

さ
え
り
（
柴
田
高
）
▽
全

国
高
等
学
校
女
子
ウ
エ
イ
ト
リ
フ

テ
ィ
ン
グ
競
技
選
手
権
大
会　茜69級

ト
ー
タ
ル
1
位
▽
全
日
本
女
子

選
抜
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
選

手
権
大
会
高
校
の
部　茜
級
1
位

63

〇
学
童
女
子
軟
式
野
球

舟
山　

雅
妃
（
船
迫
小
）
▽
学
童

女
子
軟
式
野
球
全
国
大
会　

優
勝

【
団
体
】

〇
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル

船
岡
自
衛
隊
ラ
グ
ビ
ー
部
（
武
藤

　

智
宏
、
竹
森　

博
哉
、
目
黒　

丈
博
、
安
藤　

貴
樹
、
千
坂　

潤
、

鈴
木　

雅
之
、
平
間　

俊
、
長
谷

部　

孝
志
、
吉
田　

一
也
、
工
藤

　

大
輝
、
工
藤　

大
二
、
相
坂　

侑
也
、
高
野　

駿
介
、
堀
籠　

道

也
、
佐
々
木　

翔
多
、
成
毛　

博
、

永
沢　

優
和
、
村
上　

将
希
、
津

留
崎　

幸
彦
、
澤
石　

務
、
八
木

橋　

想
、
飯
塚　

健
男
、
工
藤　

智
長
、
藤
田　

祐
己
、
渡
部　

晋

太
朗
）

〇
漕
艇

仙
台
大
学
漕
艇
部
（
赤
池　

恵
介
、

赤
間　

拓
也
、
阿
部　

大
貴
、
池

内　

風
、
今
井　

寿
亮
、
畠
山　

惇
史
、
福
田　

海
人
、
今
野　

栄

也
人
、
外
崎　

海
舟
、
東
久
保　

大
悟
、
吉
田　

樹
、
武
田　

圭
司
、

阿
部　

聖
、
松
岡　

真
、
林　

緩

哉
、
納
城　

紘
一
、
宮
本　

明
子
、

大
角　

真
央
、
小
口　

桜
子
、
前

田　

佑
美
、
中
川　

ひ
か
り
、
山

﨑　

可
奈
子
）

〇
空
手
道

柴
田
町
空
手
道
連
盟
秀
練
会
船
岡

道
場
（
嶋
本　

唯
奈
、
長
谷
川　

大
輔
、
加
藤　

萌
生
、
清
水　

愛

斗
、
高
橋　

壱
行
、
嶋
本　

若
葉
、

加
藤　

瑠
萌
）

柴
田
町
空
手
道
連
盟
秀
練
会
拳
聖

空
手
船
迫
（
大
槻　

星
太
、
桑
谷

　

颯
太
、
大
槻　

唯
斗
、
小
荒
井

　

海
歩
、
郡
谷　

綾
、
須
田　

祐

斗
、
内
田　

晶
）

【
個
人
】

〇
空
手
道

堀
内　

孝
一
（
柴
田
和
道
会
）

柴
田　

祐
寿（
秀
練
会
船
岡
道
場
・

古
川
工
業
㈱
）

菊
地　

礼
王（
秀
練
会
槻
木
道
場
・

柴
田
高
）

〇
空
道

杉
本　

航
太
郎
（
船
岡
小
）

〇
テ
コ
ン
ド
ー

平
間　

隆
志
（
秀
練
会
槻
木
道
場
）

〇
体
操

山
本　

収
一
（
仙
台
大
）

菊
池　

収
祐
（
仙
台
大
）

〇
陸
上

佐
藤　

若
菜
（
船
岡
支
援
学
校
講

師
）

〇
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル

鈴
木　

理
史
（
仙
台
高
専
）

〇
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク

那
須
野　

純
也
（
船
岡
支
援
学
校

高
等
部
）

〇
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ

伊
藤　

立
瑠
（
柴
田
高
）

小
島　

裕
太
（
柴
田
高
）

〇
水
泳

山
上　

絢
子
（
白
石
高
）

青
塚　

美
澪
（
槻
木
小
）

青
塚　

和
樹
（
槻
木
中
）

〇
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

櫻
井　

紀
香
（
槻
木
小
）

〇
新
体
操

小
倉　

萌
（
槻
木
小
）

【
団
体
】

〇
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ

柴
田
高
校
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン

グ
部
（
野
倉　

大
貴
、
小
丸　

雄

大
、
山
家　

雄
太
朗
、
佐
藤　

弾
、

大
友　

真
樹
、
勅
使
瓦　

輝
、
小

島　

裕
太
、
伊
藤　

立
瑠
、
片
岡

　

翼
、
森　

太
一
、
森　

加
奈
子
、

安
藤　

早
紀
、
小
野　

さ
え
り
、

小
野
田　

茜
）

〇
新
体
操

仙
台
大
学
新
体
操
競
技
部
（
塚
田

　

早
紀
、
渡
邉　

真
純
、
稲
垣　

文
李
、
相
馬　

京
香
、
鈴
木　

の

ぞ
み
）

〇
体
操

仙
台
大
学
体
操
競
技
部
（
古
谷　

嘉
章
、
尾
崎　

亮
介
、
吉
本　

明
、

小
原　

孝
之
、
杉
本　

健
太
郎
、

仁
科　

浩
平
）

〇
空
手
道

柴
田
町
空
手
道
連
盟
柴
田
和
道
会

（
三
浦　

一
葉
、
浅
野　

拓
斗
）

柴
田
町
空
手
道
連
盟
秀
練
会
槻
木

道
場
（
岩
井　

雄
寛
、
鈴
木　

誠

太
、
高
橋 
麻
、
平
間 
琉
幌
）

〇
学
童
軟
式
野
球

船
迫
小
フ
ェ
ザ
ン
ツ
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
（
我
妻　

空
、
佐
藤　

飛
鳥
、

大
沼　

昌
平
、
山
本　

光
輝
、
後

藤　

大
輝
、
佐
藤　

拓
也
、
半
澤

　

旦
陽
、
津
田　

直
也
、
土
井　

佑
輔
、
佐
藤　

磨
知
、
佐
藤　

海

斗
、
菅
野　

涼
、
田
中　

翔
真
、

土
井　

伸
弥
、
舟
山　

昴
我
、
相

澤　

真
梨
恵
、
田
中　

大
翔
、
佐

藤　

賢
吾
、
大
沼　

悠
翔
、
沼
田

　

佑
翔
、
舟
山　

雅
妃
、
高
橋　

大
我
）
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消火器の安全な使用方法を説明

受け取った修了証書をお母さんに手渡す園児

「ありがとうございました」と修了証書を受け取る卒園児

　

春
の
火
災
予
防
運
動
に
併
せ
て

3
月
6
日
、
一
人
暮
ら
し
を
す
る

高
齢
者
を
対
象
に
住
宅
防
火
診
断

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
柴
田
消
防
署

と
民
生
委
員
が　
Ｄ
区
、　

区
の

29

30

　

世
帯
を
訪
問
。
火
元
に
な
り
や

10す
い
台
所
や
暖
房
機
な
ど
を
点
検

し
た
ほ
か
、
防
火
設
備
の
状
況
を

調
べ
、
対
策
に
つ
い
て
ア
ド
バ
イ

ス
し
ま
し
た
。
今
回
は
、
消
火
器

の
老
朽
化
や
火
災
報
知
機
が
未
設

置
の
世
帯
が
あ
り
ま
し
た
が
、
日

頃
か
ら
防
災
対
策
を
し
て
い
る
世

帯
が
多
か
っ
た
よ
う
で
す
。

　

3
月　

日
と　

日
、
暖
か
な
日

14

15

差
し
の
も
と
、
町
内
の
幼
稚
園
で

卒
園
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
う
ち
、
第
一
幼
稚
園
で
は
、

　

日
に
園
児　

人
が
卒
園
の
日
を

15

30

迎
え
ま
し
た
。
卒
園
児
は
、
先
生

か
ら
名
前
を
呼
び
上
げ
ら
れ
る
と
、

元
気
に
返
事
を
し
て
、
園
長
先
生

か
ら
修
了
証
書
を
受
け
取
り
ま
し

た
。
年
中
児
さ
ん
は
、
卒
園
児
に

「
小
学
校
に
行
っ
て
も
、
か
っ
こ

い
い
お
兄
さ
ん
お
姉
さ
ん
で
い
て

く
だ
さ
い
」
と
お
別
れ
の
こ
と
ば

を
送
り
ま
し
た
。

火災が起きない生活環境に

思い出と共に巣立ちの時を迎える

広 告 広 告
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お披露目会には、春らしい花見弁当が勢ぞろいしました

　

さ
く
ら
ま
つ
り
の
開
催
を
前
に
、

3
月
8
日
に
柴
田
町
商
工
会
で

「
花
見
弁
当
お
披
露
目
会
」
が
あ

り
ま
し
た
。
商
工
会
サ
ー
ビ
ス
業

部
会
の
主
催
に
よ
る
も
の
で
、
町

内
の
飲
食
店
な
ど
か
ら
花
見
弁
当

7
品
が
出
品
さ
れ
ま
し
た
。
さ
く

ら
ま
つ
り
に
訪
れ
た
方
に
、「
柴

田
の
食
」
を
堪
能
し
て
い
た
だ
く

よ
う
地
場
産
品
を
取
り
入
れ
て
作

ら
れ
て
い
ま
す
。
味
は
も
ち
ろ
ん

彩
り
豊
か
に
仕
上
が
っ
た
花
見
弁

当
は
、
さ
く
ら
ま
つ
り
の
期
間
限

定
で
販
売
さ
れ
ま
す
。

希望の椅子で結ばれた絆

彩り豊かな柴田の花見弁当

地元木材を子どもたちのために

　

平
成　

年　

月
、「
君
の
椅
子
」

23

12

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
北
海
道
旭
川
大
）

か
ら
、
東
日
本
大
震
災
当
日
に
生

ま
れ
た
笠
松
佑
馬
さ
ん
（
船
岡
）

な
ど
に
世
界
に
一
つ
だ
け
の
木
製

の
椅
子
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の

後
、
椅
子
を
譲
り
受
け
た
子
の
親

か
ら
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
寄
せ
た

手
記
を
も
と
に
し
た
本
※

が
3
月

6
日
、
母
親
の
加
奈
子
さ
ん
に
届

け
ら
れ
ま
し
た
。
加
奈
子
さ
ん
は

手
記
に
「
生
ま
れ
た
日
の
出
来
事

を
見
つ
め
、
感
謝
の
気
持
ち
を
忘

れ
ず
に
強
く
生
き
て
い
っ
て
ほ
し

い
」
と
つ
づ
っ
て
い
ま
す
。

　

沿
岸
部
の
復
旧
工
事
の
た
め
、

土
を
採
取
し
て
い
る
小
成
田
地
区

の
山
に
は
、
大
き
な
樅
の
木
が

立
っ
て
い
ま
し
た
。
建
設
予
定
の

（
仮
称
）
船
迫
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー

の
た
め
に
、
こ
の
樅
の
木
を
株
式

会
社
サ
カ
モ
ト
（
船
岡
中
央
1
丁

目
）
が
町
へ
寄
附
し
よ
う
と
、
3

月
4
日
に
伐
採
作
業
を
行
い
ま
し

た
。
伐
採
し
た
木
は
、
樹
齢
1
4

0
年
（
推
定
）
で
幹
の
太
さ
は
1

6
0唖
、
高
さ　

m
あ
る
巨
木
で
、

24

製
材
さ
れ
た
後
、
子
ど
も
た
ち
が

使
う
テ
ー
ブ
ル
や
椅
子
、
棚
な
ど

に
加
工
さ
れ
る
予
定
で
す
。

伐採される樅の木の巨木

プロジェクト代表の磯田さん（右）から本が手渡されました
※君はどんどん大きくなって僕はだんだん小さくなって「あ
　の日」生まれた君たちへ（非売品）

広 告
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仙
台
・
宮
城
デ
ス
テ

ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。「
笑
顔
咲
く

た
び　

伊
達
な
旅
」
を

テ
ー
マ
に
、
全
国
展
開

さ
れ
る
大
型
の
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
で
、
6
月　

日
ま
で
実
施
さ
れ

30

ま
す
。
多
く
の
観
光
客
が
宮
城
県

に
訪
れ
る
こ
と
で
、
東
日
本
大
震

災
か
ら
の
復
興
の
バ
ネ
に
も
な
る

と
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

町
も
、
こ
れ
ま
で
の
桜
ま
つ
り

以
上
の
体
制
を
敷
き
、
全
国
か
ら

の
お
客
様
に
「
心
温
ま
る
お
も
て

な
し
を
し
た
い
」
と
意
気
込
ん
で

い
ま
す
。

　

新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
、
一

つ
目
は
、
び
ゅ
う
バ
ス
や
仙
台
バ

ス
な
ど
、
観
光
バ
ス
へ
の
対
応
で

す
。
職
員
が
バ
ス
ツ
ア
ー
に
同
行

し
て
、「
花
の
ま
ち
柴
田
」
の
魅
力

を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
す
。

　

二
つ
目
は
、
お
も
て
な
し
店
の
開
設
で

す
。
船
岡
駅
か
ら
船
岡
城
址
公
園
ま
で
の

お
店
に
協
力
を
い
た
だ
き
、
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
の
配
布
や
ト
イ
レ
の
提
供
を
行
い
ま
す
。

お
店
の
方
々
と
観
光
客
と
の
交
流
が
深
ま

れ
ば
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

三
つ
目
は
、
全
職
員
で
観
光
案
内
や
駐

車
場
の
誘
導
、
観
光
客
の
入
込
調
査
を
行

う
こ
と
に
し
ま
し
た
。
縦
割
り
行
政
を
越

え
、
職
員
が
一
丸
と
な
っ
て
観
光
ま
ち
づ

く
り
に
取
り
組
む
た
め
で
す
。

　

と
か
く
、
観
光
と
い
う
と
「
遊
び
」
と

捉
え
、「
観
光
に
投
資
す
る
お
金
が

あ
る
な
ら
福
祉
に
使
え
」
と
い
う

人
が
い
ま
す
が
、
そ
れ
は
観
光
が

及
ぼ
す
地
域
へ
の
経
済
効
果
や
町

の
評
価
を
高
め
る
観
光
力
を
、
良

く
理
解
さ
れ
て
な
い
か
ら
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
な
ぜ
、
多
く
の

観
光
地
の
中
で
京
都
が
「
元
気
で
、

行
き
た
い
ま
ち
」
と
し
て
人
気
が

高
い
の
か
。
そ
れ
は
、
京
都
市
民

み
ん
な
で
、
京
家
と
い
わ
れ
る
伝

統
的
な
街
並
み
や
四
季
折
々
の
歴

史
絵
巻
、
食
文
化
を
守
り
育
て
、

魅
力
あ
る
京
都
に
し
よ
う
と
常
々

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
る
か
ら
で
す
。

そ
う
し
た
観
光
ま
ち
づ
く
り
を
意

識
し
た
日
々
の
生
活
が
、
観
光
客

を
魅
了
す
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

今
回
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
き
っ
か
け
に
、

「
花
の
ま
ち
柴
田
」を
テ
ー
マ
に
、
人
々
を

迎
え
入
れ
る
の
に
ふ
さ
わ
し
い
街
並
み
や

お
も
て
な
し
の
心
を
み
ん
な
で
創
り
育
て

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

仙仙仙仙仙仙仙仙仙仙台台台台台台台台台台・・・・・・・・・・宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮城城城城城城城城城城デデデデデデデデデデスススススススススステテテテテテテテテティィィィィィィィィィネネネネネネネネネネーーーーーーーーーーシシシシシシシシシショョョョョョョョョョ仙台・宮城デスティネーションンンンンンンンンンンキキキキキキキキキキャャャャャャャャャャンンンンンンンンンンペペペペペペペペペペーーーーーーーーーーキャンペーンンンンンンンンンンン
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　ジュニア･リーダーは、町内在住の
中学生・高校生が参加するボランティ
アです。子どもたちとゲームやレクリ
エーションをして一緒に遊ぶことで、
子ども会活動や教育委員会などの行事
でお手伝いをしています。
　活動の良さは、レクリエーションや
リーダーとしての技術習得だけではな
く、研修や活動をとおして学校や学年
にとらわれない、新たな仲間との出会
いや交流ができるところです。このほ
か、子ども会育成会や関係機関の大人
など、さまざまな世代や立場の人たち
との接点が生まれ、人との関わり方を
学ぶことができます。
　柴田町ジュニア･リーダーサークル
「かぐや姫」には、平成25年3月末
日現在、ジュニア・リーダーとして30
人が登録して元気に活動をしています。「かぐや姫」です！
　こんにちは、柴田町ジュニア･リーダーサークル
「かぐや姫」です。
　「かぐや姫」は、昨年、結成40周年を迎えました。
先輩たちがともしたボランティアの心の明かりを、
40年間絶やさずに伝えてこられたことはとても誇ら
しいことだと思います。
　子どもたちが笑顔を見せてくれるたび、この活動
に心からやりがいを感じます。「ジュニア･リーダー
活動って本当すばらしい。大好き。やりがいがあっ
て、かわいい子どもたちとたくさん触れ合えて、人
の温かさにたくさん気付ける」
　これからも、子どもたちの心に多くのものを残せ

る活動。これまで以上にたくさんしていきたいで
す！　40周年？　まだまだこれから(̂3̂)-☆！　　

（田山愛里沙　キャンプネーム・アサリ）会員募集！
皆さん、「ジュニア･リーダー」って知っる？　子ども
たちとふれあったり、町の行事のボランティア活動
をしているよ！　少しでも興味を持った人や新しい
ことを始めたいと思っている人、部活をやっている
人でも大丈夫!!　一緒に楽しくボランティア活動を
しよう！

（北上稜　キャンプネーム・こんなにメロン）
■問  生涯学習課　緯55-2135

受け継がれてきたボランティアの「心」柴
田
町
ジ
ュ
ニ
ア
・
リ
ー
ダ
ー
サ
ー
ク
ル
「
か
ぐ
や
姫
」

ジュニア･リーダー初級研修会／ジュニア・リーダーの基本を学び、
早速自然体験キャンプの子どもたちと一緒に活動します。

姉妹・友好都市シニアリーダー
研修・交流会／柴田町、伊達市、
新地町、亘理町、山元町のジュ
ニア･リーダーの交流会です。

2月に行われたぶんぶん節分
／自主企画で、子どもたちに
ゲームやのり巻作りなど楽し
い時間をプレゼントしました。

ふれあい マイタウン

広 告 広 告
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パウロ来て花見の闇に消へにけり　　　小野　憲彦奥山に白の権化の 辛夷 かなこぶし　　　江戸　裕子 大南風 暮しのうらを見せて住むおおみなみ　　　上遠野三恵骨太の握手の別れ山笑ふ　　　鎌形　清司お手玉のほつれ菜の花蝶と化す　　鈴木　清子触診の指が捉へし春の 雷 らい　　　鈴木　三山 石鹸  玉 行く先を秘しツアーかなしゃぼん だま　　鈴木　幸子過ぎたるはみな眩しくて桜散る　　　相馬カツオ ゆるやかに花の列車は柴田町　　　松崎　利保ウエディングドレスの見ゆる菜種梅雨　　　石母田星人一天を占めて蔵王あり朝桜　　　槻木　永井　　堯春一番花粉症からお付合　　　大槻　信吉船岡の土手の桜は日本一　　　槻木　加藤　利通無口ほどつたへられないもどかしさ　　　槻木　加藤　マサ大ダムに入るたかぶり雪解川　　　下名生　笠松フミコ
医者通い忍びの一字を実感し　　　四日市場　曵地　真翔子や孫も票につながるご 愛嬌 あいきょう　　　四日市場　郷土　山櫻定年後あれもこれもと妻仕切る　　　西船迫　大沼　一路早起きも余寒に三文損をする　　　船岡　阿部トクエうごめいて満座を湧かす老いの唄　　　船岡　幕田　　昇老人ホーム終の住処と決めて行く　　　船岡　佐藤　春市口 喧嘩 孫に仕切られ笑み戻るげんか　　　船岡　早坂　洋子 お互いがヘルパーとなるお年寄り　　　船岡　長尾　純子復興に命の大切早二年　　　船岡　伊藤タイ子カボチャ煮る体にいいよと鍋の声　　　船岡　安藤　節子工場跡地ダンプ出入り活気づく　　　船岡　阿部美代子忘れないすべてを飲み込み大津波　　　西船迫　渡辺　晴奈ねじり虫 植 の下でかくれんぼうえ　葉坂　青柳　陽子

当世の尻ふかぬ人これあれば　犬の尻ふくを路上で見たり　　　　　　  韮神　　 葛 かずら
霜柱崩れるやうに水仙の芽の　尖りゆく春のほころび　　   船岡　つかのめ　けいこ

ひと目ひと目友編んでくれしマフラーは　春浅き街に温かく優し　　船岡　沢田　順子
静かなる川面にたっぷり光満つ　天の青さと春色映し　　　　　 槻木　大泉かずえ

満開にピカピカ孫の晴れ姿　桜咲き孫は未来に発進す　　　　  本船迫　森田　眞六
春日和り蔵王 連嶺 雪景色　光り輝き仰々しく見ゆ　　　　　　　　 船岡　曽根れい子

れんれい

広 告 広 告

広 告 広 告



ふれあい マイタウン
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　ふれあいマイタウンは、町民の皆さんからの応募・紹介でつくるコーナーです。俳句・川柳・短歌に興味がある（こうほう文芸）、とてもすてきな
方なので紹介したい（人間もよう）、自己表現コーナー（夢空間2013）、子どもの成長の写真やかわいい孫の写真を載せたいという方（町内にお住
まいの4歳以下のお子さん）、はがき、手紙などで4月15日（月）までご応募ください。　　　■連絡先／まちづくり政策課　緯54-2111

「カタツムリとなかよし」
　西住小学校２年

 桑 原 
く わ は ら

  美 咲  さん
み さ き

　お子さん（4歳まで）の写真をお待ちしてい
ます。写真の裏にお子さんの名前を必ず書い
てください。投稿者の住所、氏名、電話番号、
子どもの名前・生年月日を明記し、「ひとこ
と」を添えて応募してください。

はなちゃん（ペンネーム）

女王の番犬（ペンネーム） 「よろよろぐらぐら」
　西住小学校２年

 我 妻  
わ が つ ま

 愛   輝  さん
あ き

広 告 広 告



人口と世帯数
（平成25年3月1日現在）
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38,722人
（前月比32人減）

19,211人
（前月比7人減）

19,511人
（前月比25人減）

14,924世帯
（前月比29世帯減）

※平成24年7月9日の住民基本台帳法の改正に伴い、外国人を含む人口と世帯数となります。

◎このコーナーは、平成24年2月9日に行われた子ども議会における一般質問で「学校から元気を発信したい」という
提案を基に、10月号から２カ月に１回掲載しています。
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